
平成 21年 度 日本公認審半1養戌講座ルールテス ト

平成 21年 6月 14日 (日)

京都バスケッ トボール協会審判部

(1)次 の各空欄 1～ 3に 入 る適切 な用語 を回答欄 に記入 しな さぃ。

2009～ バスケッ トボール競技 ( 1 ) まえがき

本 ( 1 )の 願いは、 この競技が、人間の体力や気力および人間 らしい.こを最高度に発揮 して行われること

である。 そのために、 日本パスケッ トボール協会は、有用な字句 条項の修正にはつねにヽ をくだいている。 し

か し、 この ( 1 )の 精神 を実際のグームに発揮する段 になると、それは我々の力のおよ、::ところではない。

この精神 をあます ことな く発揮するには、( 2 )と 審判 と観衆と ( 3 )と の四方向からの努力がぜひと

も必要である。

( 2 )は 、( 1 )の 精神の実行者である。客判は、( 1 )を 堅持 して ( 2 )の 足 りない ところ

を補いつつ、 これに健全な方向 を与 えるとともに、そのグームを公正にかつ円滑に運営することにとって、すべ

ての人 に信 頼 され なければ な らない。 その ため には、 ( 1 )を 文字どおりに読みとり、その ( 1 )に 照

それは一言一句も軽視することのなぃ、文字通 り ( 1 )の 章条に應実であろ うと努めることによってのみ

らしなが らそれぞれの半1断をくだす ことをくり返 しくり返 しつづけることによって、ついにはそれを感覚的にも

誤 りな く瞬時に判断できるようになることが必要である。観衆は、( 1 )の よき理解者 としてよいプ レイに

菅贅を送 り、よい ( 2 )を 勇気づけるのが役 日である。そ してチームの ( 3 )は 、ゲームの際の審判の

役 目を日常の練習の間に行 って ( 2 )を 導 くのであるか ら、誡ヾ誡意の努力をして規則の精神 を自分の もの

として身につけていなければならない。

( 2 )は 、( 1 )の 精神の実行者 として深ぃ 自党 をもって、 これらの周囲の援助 と期待にそむかぬプ

レイを体得するための精進 をつづけることが大切である。それがまたこの競技 をもっともよ く楽 しむこととなる

はずである。

しか しながら、実際のグームの現場で、何が ( 1 )の 精神 と合致するのかF・Iが公正であるのかなど、あら

ゆる具体的な問題に直面 したときl・Iによって公正 と不公正 とを区,1すべ きか とい うことになると、いかに我々が

円満な常識 と強い意恙 をもちつづけていたとして も、ただちに明らかになるとはい えない。 ここにこそこの

( 1 )の 存在意義がある。

理解 される。審判は、lll間的なプ レイに対 して正 しい ( 1 )の 適用 を要求されている。 また、近年、パスケ

ントボ~ル の競技 ( 1 )が 改正 されるごとに、ますます審判の判断に基づいて判定することが競技 ( 1 )

によ り明確 に要求されるようになって きてぃる。 したがって、審判が ( 1 )を 把握するには、単に ( 1 )

をよ く読み ( 1 )を 覚 えるとい うことだけではな く、体験的に理解 を深める船要がある。もちろん ( 1 )

は文字 を借 りて表された意思であるから、行間にその意思 をくみ取 らな くてはならない。その うえで自分流の解

釈 を施すことな く、自紙のヽ境で字句そのままの意義を受け入れる態度 を持 ち続けることによって、は じめて行

間の ( 1 )の 精神 を誤 りな く身につけることができるのである。

日本バ スケッ トボール協会は、( 2 )、 審判および ( 3 )が ( 1 )の 章条を文字 どお りに受け取 っ

てさしつかえなぃように、細にの注意 をはらって工夫を重ねつつある。 しか し、なお疑義の生ず るところもある

であろう。その際にはただちに問い合わせていただきたぃ。( 1 )を より完全なものにするために も、また勝

手な解釈 を施 していたずらに混乱 を招 くことを邁けるためにもさらにバスケッ トボール界の正 しい発展のため

にも、( 2 )、 容キ1および ( 3 )の 皆 さんの積極的な協力を期待するものである。



(2)次 の各間に正 しいと思 うものには 「R gh,」にOFPを、間違いと思 うものには 「Wrong」に○
`Pを

回答欄に

つけなさい。

4 スコアシニ トに示されたキャプテンが
'―

卜から退 く場合、コーチがコー ト上でキャプテンの役目をするプ

レイヤーの番号を審判に伝えた。

5 A4が ショットしだボールが リングにはさまって しまい、ジャンプ ボール シチュエイションになった。

ポゼション アローはチームAを 示 していたので、ワ|き続きオルタネイティング ポゼション ルールによる

チームAの スロー インで再開される場合、24秒 計をリセ ットしてから再開する。

6 B3が 5ロ ロのファウルであることを宣せられてコー トから退いた後に再び交代 してゲームに出場 した。客

判はBチ ームのコーチにテクニカルファウルを宣 し、Aチ ームに2個 のフリースローを与え、さらにTO席 か

ら速いほうのセンターラインのアウ トからスロー インさせてゲームを再開させた。

7 ボールをコントロール しているプレイヤー (ボールを持っているか ドリブルをしているプレイヤー)を 防

"
するときは、防伸側ブレイヤーは相手の速さとFE離にとらわれずに防伸の位置を占めることができる。

8 ゲーム中には,一 チまたは、アシスタント コーチどちらか一人だけが立ちつづけてもよい。

9 A4の フリースローの2投 日にポールがシューターの手から離れる前にB3が 制限区咸内に入ったが、その

シュー トが成功 したので、審判はヴァイオレイションがなかったものとしてグームを続行させた。

10 ボールが下からバスケットに入 り、完全に通過 したときはジャンプ ポール シチュエイションとなり、

オルタネイティング ポセション ルールによってスロー インでゲームを再開する。

回答欄

民名

間 1 間 6 Rlghl  ・  Wrong

r・32 間 7 Righl   ・   W「ong

間 3 間 8 Right   ・   Wrong

間 4 Rlght   ・   W「ong 間 9 Right   ・   W「ong

間 5 Righl   ・   Wrong F・110 ユ:ght  W「%ng

合計 (Tolol Score)


